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一般社団法人 上田青年会議所
理事長　林　和明様

　山寺先輩を始めとする上田東ロータ
リークラブの皆様、こんにちは。本日は
貴重なお時間を頂きましたこと深く感謝

申し上げます。私は上田青年会議所第68代理事長の林和
明と申します。
　さて私も色んな肩書がありますが、主なものを上げま
すと長野県議会議員、上田青年会議所理事長、合同会社
リンテック代表の三つです。
　私は自身の強みとして自身が創業者であり経営者であ
る、皆さんと同じ事業者であること、それが強みだと
思っています。普段接する行政職員、他の政治家は自身
が経営者ではないためどうも経済に関して疎いと感じる
事があります。現在39歳で前職は22歳から5年間上田市
マルチメディア情報センターに勤務しておりました。そ
こで培った技術と経験が現在の事業に繋がっております。
　これまでいくつかの公職、四中のPTA会長もしてきま
した。子供は大学生の息子と高校生の娘が二人おります。
　現在は合同会社リンテックという会社で代表を務めて
おります。個人事業主として始め、その後法人化し12年
になります。地域の皆様のおかげで12年社業を継続して
いるわけですが決して順風満帆ではありませんでした。
　今年度の上田青年会議所の活動についてお話いたしま
す。活動方針として三つ挙げております。
　まずは継承、本年度上田青年会議所は認証から65周年
を迎え、認証日となる9月には65周年記念式典の開催を
予定しております。
　続いて創造、これは65年の歴史の中で初挑戦となる新
潟、石川、福井、富山、長野の北陸信越五県の青年会議
所メンバーが長野県上田市に一堂に集まることになる地
区フォーラムという会議を上田市で開催することになり、
大きな経済効果を生み出すことになります。
　今年度の主な事業は、上田わっしょい、花火大会、太
郎フェス、公開討論会です。私は上田青年会議所に27歳
で入会したため今年で入会13年になります。そしてもう

ひとつは2020年、コロナ禍真っ只中の中上田市の花火
大会が中止となったことで、私は委員長として独自に花
火大会を企画しました。
　ここで、上田青年会議所（上田JC）が主催・主管する
「地区フォーラム」の開催が、上田地域にもたらす具体
的なメリットについて、3つの視点から解説します。
　地区フォーラムは、長野・新潟・富山・石川・福井の
5県から、地域を牽引する若手経済人（JC会員）が一堂
に会する大規模な事業です。この取り組みは、単なるイ
ベントの枠を超え、上田地域に多面的なプラスの影響を
与えます。
　まず挙げられるのが、圧倒的な集客による経済への貢
献です。北陸信越地区の65の青年会議所から、約1,500
人以上の現役会員や卒業生が上田を訪れます。これに
より、市内の宿泊施設、飲食店、交通機関、土産物店な
どにおいて、短期間に大きな経済波及効果が生まれます。
参加者の多くは若手経営者や企業の決裁権を持つリー
ダー層です。フォーラムを通じて上田の企業や特産品が
認知されることで、新たな企業間取引のきっかけや、将
来的なビジネスパートナーシップへと繋がる可能性を秘
めています。
　そして地区フォーラムは、上田の魅力を広域に発信す
る絶好のプラットフォームとなります。5県から集まる
リーダーたちが、SNSや自身のネットワークを通じて
上田の情報を発信します。これにより、「真田ゆかりの
城下町」としての歴史文化や、別所・鹿教湯といった
温泉地の魅力が、質の高い口コミとして拡散されます。
フォーラムを通じて上田のファンになった参加者が、後
日家族や友人を連れて観光に訪れる「リピーター化」が
期待できます。これは、単なる一過性の観光客ではなく、
地域に愛着を持つ「関係人口」の拡大に寄与します。
　上田JCの取り組みの中で特に重要なのが、地域住民や
次世代を巻き込むプロセスです。フォーラムの企画や運
営に地元の高校生・大学生が参画することで、若者が地
域の課題を自分事として捉え、郷土愛（シビックプライ
ド）を育む機会となります。これは将来的な「若者の地
域定着」や「Uターン」を促す種まきとなります。

自己紹介～上田青年会議所の活動について



［次週のプログラム］ 4月22日（水）PELS／CLLS報告　4月29日（水）・5月6日（水）休会

　開催準備の過程で、行政、民間企業、教育機関がひと
つの大きな目標（フォーラムの成功）に向かって協力し
合います。このプロセスで構築された信頼関係やネット
ワークは、フォーラム終了後も地域の課題解決に向けた
強力な基盤として残り続けます。
　上田青年会議所による地区フォーラムの取り組みは、
上田地域にとって「経済的な潤い」「都市ブランドの確
立」「次世代リーダーの育成」という3つのメリットを
同時にもたらすものです。これらは地域の持続可能な発

展を支える重要な資産となり、10年後、20年後の上田
の活力を支える大きな原動力となることが期待されます。
私が大事にしているのはどんなことも経験すること、ま
ずやってみようの気持ちで、考えるより先に体を動かす
ことにしています。所属する商工会議所青年部、上田青
年会議所、それぞれの奉仕活動にすべてやる意味や良い
経験を積み重ねられるということがあります。そこで出
会ったすべての方の意見を取り入れ、事業活動、政治活
動に活かしていきたいと思います。

例　会　日　誌　  4月8日（水）　晴れ　　2025～2026  No.31
●司　　会 中嶋大介君
●斉　　唱　「君が代」「四つのテスト」
●ゲ ス ト 林　和明様（上田青年会議所理事長）
●４月慶祝 ※次号に掲載いたします
●ラッキー賞　上原　達君（季節のアレンジ花）
●友 愛 賞 林　和明様（宮下博道君よりヨックモックのお菓子）
　　　　　　神津　健君（久保君より茨城のお土産のお菓子）

■会長挨拶　　　　　　　　　　　　山寺 髙太郎 会長
　年々歳々　花相似たり　歳々年々　人
同じからず　という言葉が中国唐時代の
詩人劉廷芝の古詩にあります。昨年は、
ともにお花見や春の会食をした人も今年
はすでに亡くなられたり、それぞれの事
情があって共に楽しむことができなくて

も、花は昨年同様に咲き誇っているという言葉だと聞い
ています。今迄、考えたことも無いことですが、いつの
間にやらそんな年代になってしまいました。
 「創業は易し　守成なりがたし」という言葉もありま
す。創業は、その熱量とアイディアがあれば、経営する
為のお金も事業も人もついてくるので誰でもできます。
もちろん、成功するとは限りません。　
　しかし「守成」特にジュニアとして事業承継した場合
は、突然、今の自分個人が持っている熱量を超え、今ま
でイメージの世界にあったお客様や従業員や取引先、さ
らには資産や運転資金＝銀行取引が降ってきます。もち
ろん、先代の残した功罪もついてきます。
　こんなことは、上田東クラブの会員の皆様は十二分に
承知のこととは思いますが、引き受ける立場と引き継ぐ
立場、あるいは新事業に挑戦するなどの立場によって全
く異なった意味を持ってきます。その一つ一つに適切
に対応することは当然ですが、春は出発や変化の季節で

あっても、その時々にまったく違った意味を持つ季節だ
と思います。ついでに今年の春は値上げと石油不足さら
に悪性インフレもついて来るようです。
　明日は、もっと良い日になって明るく豊かな社会を築
けることを信じて、本日の例会を始めたいと思います。
■幹事報告　　　　　　　　　　　　　 倉島　博 幹事
・4月のロータリーレート　1ドル＝160円（←156円）
・2025年手続要覧印刷版のご案内が届く。
・東海大学付属諏訪高校IAC、茅野RCより、第33回
　インターアクト地区大会のご案内が届く。
　　　6月14日（日）　東海大学付属諏訪高校にて
・うえだこどもまつり実行委員会より後援依頼が届く。
■出席報告

石井、上原、工藤、倉島、後藤、小林、滝澤（修）、竹内、
玉井、田守、塚田、中嶋、橋詰（洋）、舟見、松山、水出、
蓑輪、村上、母袋（卓）、栁澤亨、栁澤誠、山寺、渡辺
※山寺髙太郎君／昨夜の寒さは花冷えそのもの。皆様、

体調に気をつけて下さい。林JC理事長
ようこそ上田東クラブへ！！

※竹内　強君／上田JC理事長 林君をお迎えして！
※田守正彦君／林理事長、お話楽しみにしています。
※工藤　恒君／林さん、ようこそ。
※松山賢太朗君／3月29日には大変お世話になりました。
※上原　達君／松山さん、当選おめでとうございます。
※蓑輪佳明君／飯島洋一さんチョコレートありがとう。

事務員さんの人気者になりました。
※栁澤　誠君／桜の花が一番の盛りです。お城周辺は車

もいっぱいです。
※母袋卓郎君／下塩尻の堤防の桜も満開です。車で通れ

る穴場スポットですよ！
※渡辺敏成君／桜が満開となりました。米とイランの紛

争も一時停戦になってよかったです。
本日の金額／46,000円　　累計／995,000円

ニ コ ニ コ B O X （敬称略）

本　日
前々回

正会員数 ベース 欠席 メイク 出席率
52 48 19 ― 60.42％
52 49 24 13 77.55％


